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※当月報掲載のまつり・イベント情報に関し、開催中止・延期・内容変更などが生じる場合がござ

います。最新の情報につきましては、お手数をお掛けいたしますが、お問い合わせ先へご確認くだ

さいますようよろしくお願い申し上げます。 

公益社団法人栃木県観光物産協会入会の御案内 

当協会は、栃木県における観光及び県産業製品の振興に関する事業を行い、公共の福祉の増

進と地域の活性化に寄与することを目的とした団体です。 
当協会設立の趣旨に御賛同いただき、御入会くださいますよう御案内申し上げます。 

 
お問い合わせ 
公益社団法人栃木県観光物産協会 総務課 
e-mail：soumu@tochigiji.or.jp                              

https://www.tochigiji.or.jp/pdf/organization/202007/kaiin_annai.pdf 
 



まつり・イベント情報（８月） 

 

１．山あげ祭〔那須烏山市〕※前月号掲載漏れ 

国指定重要無形民俗文化財の「烏山の山あげ行事」は 1560 年（永禄３年）から 460 年以上の伝

統を誇り、全国でも類を見ない絢爛豪華な野外歌舞伎舞踊として、毎年７月の第４土曜日を含む金

曜日、土曜日、日曜日の３日間で開催されます。 

この「烏山の山あげ行事」が 2016 年 12 月１日、全国の国指定重要無形民俗文化財である祭礼行

事「山・鉾・屋台行事」のひとつとして、ユネスコ無形文化遺産に登録されました。 

期間中、若衆は地元の特産である「烏山和紙」に山水を描いた高さ 10 メートルにもなる「はり

か山」などを路上にあげ、奥行き約 100 メートルにも及ぶ大きな舞台装置を設置します。 

この山を背景に、踊り子が常磐津の三味
し ゃ み

にのり、美しい舞を披露します。木頭
きがしら

（指揮者）の拍子

木を合図に、舞台背景が千変万化する仕掛けの数々は見事です。 

芸題は「将門」や「戻り橋」などが披露されます。夏の強い日差しの中、一つの舞台が終われば

次の場所に舞台を移動し一日に数回、所作狂言が行われます。この一連の作業を行うには約 150 人

の若衆が必要とされ、山があげられる場面、その一糸乱れぬ団体行動による舞台装置の解体は迫力

満点です。 

期間中は数多くの露店も出て多くの観客で賑わいます。 

○期   間  2023 年７月 21 日（金）～23 日（日） 

○場   所  烏山市街地（那須烏山市） 

○料   金  ◆桟敷席：1,000 円 

        ◆特別席：5,000 円（20 席限定、日曜日の山あげ会館前公園のみ）※要予約 

○交通ガイド  電 車：JR 烏山線烏山駅から徒歩約 10 分 

         車 ：東北自動車道宇都宮 IC から約 50 分 

            北関東自動車道宇都宮上三川 IC から約 50 分 

常磐自動車道那珂川 IC から約 60 分 

○駐 車 場  無料 約 1,000 台 

○問い合わせ  〔平日〕山あげ祭実行委員会（那須烏山市商工観光課） TEL 0287-83-1115 

        〔土・日・祝日〕那須烏山市観光協会 TEL 0287-84-1977 

 

２．日光和楽踊り〔日光市〕 

日光の夏の風物詩の一つとなっている「日光和楽踊り」。４年ぶりに古河電気工業㈱内にある和

楽池を舞台に開催します。華麗なイルミネーションの元で、工場内の和楽池の周りを老若男女が浴

衣で踊ります。 

○日   時  2023 年８月４日（金）19:00～21:00 

○場   所  古河電気工業㈱日光事業所（日光市清滝町 500） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、 

中禅寺温泉行、湯元温泉行で約 16 分「清滝駐在所前」下車 

            ※JR 日光線日光駅・東武日光線日光駅から臨時バス運行予定 

         車 ：日光宇都宮道路清滝 IC から約３分 

○問い合わせ  古河電気工業㈱日光事業所 TEL 0288-54-0501 

 

３．益子夜市 2023〔益子町〕 

益子夜市が４年ぶりに開催する事が決定いたしました。 

城内坂通りが歩行者天国となり、各ステージでの音楽イベントや飲食ブースなど益子の夜が楽し
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めます。 

満天の星空とともに、楽しい、美味しい益子の夜をお届けします。 

○日   時  2023 年８月 11 日（金・祝）18:00～21:30 ※雨天決行（荒天中止） 

○場   所  城内坂通り周辺（芳賀郡益子町城内坂） 

○交通ガイド  電 車：真岡鐵道益子駅から徒歩約 20 分 

            JR 宇都宮線宇都宮駅から関東バス益子行で約 70 分 

「道祖土
さ や ど

上」、「陶芸メッセ入口」、「城内坂」下車 

            秋葉原駅から関東やきものライナーで約２時間 30 分 

「陶芸メッセ入口」下車 

         車 ：北関東自動車道桜川筑西 IC から約 20 分 

            北関東自動車道真岡 IC から約 25 分 

○問い合わせ  益子町観光協会 TEL 0285-70-1120 HP  http://www.mashiko-kankou.org/ 

        益子夜市 Facebook https://www.facebook.com/mashikoyoichi/ 

 

 

４．ひまわり祭り〔益子町〕 

益子町上山地内５ha の広大な敷地に約 100 万本のひまわりが咲き誇ります。 

イベント期間中は、農産物等の直売（土日祝のみ）や展望台が設置されます。 

太陽にも負けない鮮やかな黄金色に咲き誇る“ひまわり”をぜひご覧ください。 

○期   間  2023 年８月 11 日（金・祝）～20 日（日） 

        ■オープニングイベント ８月 11 日（金・祝）、12 日（土） 

○場   所  益子町上山地区（芳賀郡益子町上山）※道の駅ましこから約 500ｍ 

○見   頃  ８月中旬 ※気候条件によって多少前後する場合がございます。） 

○交通ガイド  電 車：真岡鐵道益子駅からタクシーで約５分 

            JR 宇都宮線宇都宮駅から関東バス益子行で約 70 分「益子駅」下車 

            タクシーで約５分 

            秋葉原駅から関東やきものライナーで約２時間 30 分「益子駅」下車 

タクシーで約５分 

         車 ：北関東自動車道桜川筑西 IC から約 15 分 

            北関東自動車道真岡 IC から約 20 分 

○問い合わせ  ましこ花のまちづくり実行委員会事務局（益子町中央公民館内） 

TEL 0285-72-3101 

HP http://www.town.mashiko.tochigi.jp/page/page000224.html 
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５．フレッシュ青春
あおはる

コンサートⅢ〔日光市〕 

日光田母沢御用邸記念公園で開催されるコンサートです。 

出演は”アミティエ フルートアンサンブル”の皆さんです。 

総ヒノキ造りの研修ホールの中で素敵な演奏をお楽しみください。 

○日   時  2023 年８月 12 日（土） 

■午前の部 11:00～12:00 

■午後の部 14:00～15:00 

○集 合 場 所  日光田母沢御用邸記念公園 研修ホール（日光市本町 8-27） 

        ※会場は見学コースの後半にあるため、開始時刻の 30～40 分前に入園されるこ

とをお勧めします。 

○入 園 料  大人 600 円、小・中学生 300 円 

○定   員  各回先着 70 名（予約不要） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、 

中禅寺温泉行、湯元温泉行で約 10 分「日光田母沢御用邸記念公園」 

下車徒歩約１分 

         車 ：日光宇都宮道路今市 IC から約５分 

○問い合わせ  日光田母沢御用邸記念公園 TEL 0288-53-6767 

 

６．究極の闇体験！『日光湯元ナイトハイク』〔日光市〕 

 温泉街の中ではなく、あえて街灯のないエリアを歩き、「究極の闇」を体験します。晴れていれ

ば満天の星空も見られます。 

○日   時  2023 年８月 12 日（土）19:30～21:30 

○場   所  日光湯元ビジターセンター（日光市湯元） 

○参 加 費  2,000 円 

○対   象  現地に集合できる６歳以上の方 

○定   員  先着 20 名（要予約） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅、東武日光線東武日光駅から東武バス湯元温泉行で 

約 90 分終点「湯元温泉」下車 

         車 ：日光宇都宮道路清滝 IC から約 40 分 

○問い合わせ  自然公園財団日光支部 TEL 0288-62-2461 

 

７．足尾町納涼祭〔日光市〕 

 鉱山労働を歌と踊りで表した盆踊りで、打上げ花火も予定しています。子供から大人まで楽しめ

3



て、足尾の夏をにぎやかに彩ります。 

○日   時  2023 年８月 13 日（日）16:00～21:00 

        ◆打上花火 20:30～21:00（予定） 

○場   所  足尾行政センター前駐車場（日光市足尾町通洞） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅、東武日光線東武日光駅から足尾行き市営バスで約 55 分 

「銅山観光前」下車 

         車 ：日光宇都宮道路清滝 IC から約 30 分 

○問い合わせ  足尾行政センター地域づくり推進係 TEL 0288-93-3115 

 

８．石尊山梵天
せきそんさんぼんてん

あげ（栃木県指定文化財）〔足利市〕 

原始的な太陽信仰を伝える「石尊山の梵天祭り」は毎年月遅れ盆の８月 14 日早朝に行われる行

事で、神仏習合
しんぶつしゅうごう

時代の石尊山信仰を色濃く残し、奉納される梵天が異色の形態をとることから栃

木県無形民俗文化財に指定されています。 

開催日には、ふもとの不動堂で鶏足寺
けいそくじ

住職による護摩供養と安全祈願を行った後、心身を清めた

白装束の若者達の手によって、午前４時に山伏
やまぶし

のホラ貝を合図に 15ｍもある御柱
みはしら

（杉丸太）と７月

末に作られた 250 体余りの梵天（幣束）を石尊山に担ぎ上げ、日の出とともに山頂に打ち立て、石

尊神社奥宮に奉納します。山頂で御柱が立てられ、その杉丸太を登り、先端の名板
めいばん

・帝釈天
たいしゃくてん

・幣串
ひ ぐ し

を取り、家内安全・商売繁盛を願って家に持ち帰り飾るというお祭りです。 

○日   時  2023 年８月 14 日（月）3:00～ ＜毎年同日開催＞ 

        ■3:00 護摩供養 

        ■4:00 登頂開始 

○場   所  石尊山（足利市小俣町） 

○交通ガイド  電 車：JR 両毛線小俣駅から徒歩約 25 分または車で約５分 

            東武伊勢崎線足利市駅から車で約 25 分 

         車 ：北関東自動車道足利 IC から約 30 分 

            北関東自動車道太田桐生 IC から約 20 分 

○駐 車 場  無料 約 30 台（叶花
かのうけ

集会所） 

○問い合わせ  梵天講・講元 藍場様 TEL 090-9376-3017 

 

９．芭蕉の里くろばね夏まつり〔大田原市〕 

黒羽地区の中心那珂川河川公園で花火大会が行われ、約 2,000 発の花火が打ち上げられます。 

○期   日  2023 年８月 15 日（火） 

○場   所  那珂川河川公園（大田原市黒羽向町） 

○交通ガイド  電 車：JR 宇都宮線那須塩原駅から車で約 20 分 

         車 ：東北自動車道矢板 IC から約 40 分 

東北自動車道西那須野塩原 IC から約 30 分 

○問い合わせ  大田原市観光協会 TEL 0287-54-1110 

        黒羽商工会 TEL 0287-54-0568 

 

10．真岡の灯ろう流し～ちりばめられた宝石のように川面に浮かぶ～〔真岡市〕 

毎年恒例の「真岡の灯ろう流し」が行屋川水辺公園で８月 15 日に行われます。幽玄な趣きある

千本灯明とかがり火が灯り、会場内は木々が赤や緑にライトアップされ、幻想的な雰囲気につつま

れます。 

ステージでは納涼コンサートが開催され、郷愁を誘う演奏を聞きながら、ちりばめられた宝石の

ように川面に浮かぶ約 3,500 個の灯ろうが、やすらぎを与えてくれます。 
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 また、地元の飲食店などの出店による販売も行われ、飲食をしながらゆっくりと楽しむことが

できます。 

○日   時  2023 年８月 15 日（火）18:00～21:00 ＜毎年同日開催＞ 

        ※雨天延期の場合は、８月 16 日（水）実施 

○場   所  行屋川水辺公園（真岡市台町）※真岡小学校東側 

○交通ガイド  電 車：真岡鐵道真岡駅から徒歩約 10 分 

         車 ：北関東自動車真岡 IC から約 15 分 

○駐 車 場  無料 約 100 台 

○問い合わせ  真岡商工会議所 TEL 0285-82-3305 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．佐久山納涼花火大会〔大田原市〕 

約 5,000 発の打ち上げ花火が次々に夜空を彩り、スターマインの花が咲き乱れます。河原では、

先祖の霊をのせた色とりどりの燈籠に様々な思いを込めて川面に浮かべる燈籠流しが静かに繰り

広げられます。 

○期   日  2023 年８月 16 日（水） 

○場   所  箒川河川敷（大田原市佐久山）※岩井橋付近 

○交通ガイド  電 車：JR 宇都宮線西那須野駅から車で約 30 分 

         車 ：東北自動車道矢板 IC から約 20 分 

○問い合わせ  大田原市観光協会 TEL 0287-54-1110 

 

12．足利百景八木節のふるさと祭り〔足利市〕 

八木節は、軽快なリズムで全国に知られている郷土芸能であり､足利市の御厨地区（八木宿）が

発祥です｡ 

｢足利百景八木節のふるさと祭り｣は先人から伝承されてきた八木節を後世に伝え、地域の方々へ

連帯の輪を広げる目的で毎年８月 16 日に開催されています｡ 

○期   日  2023 年８月 16 日（水）＜毎年同日開催＞ 

○場   所  御厨
みくりや

地区コミュニティ運動場（足利市百頭町 2017） 

○交通ガイド  東武伊勢崎線福居駅から徒歩約 10 分 

○問い合わせ  御厨公民館 TEL 0284-71-0296 

 

13．もおか木綿踊り～見て踊って食べて楽しめる～〔真岡市〕 

荒町本通りを会場に、もおか木綿踊りが８月 19 日に開催されます。 

瑞穂踊りを基本に踊る流し踊りのほか、創作踊りも行われ、子どもからお年寄りまで幅広い年齢

層の参加者が一堂に会して踊ります。ダンスフェスティバル・流し踊り・サンバパレードの３部構

成となっており、見る人・踊る人ともに楽しんでいただけます。 
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夏休み最後の思い出作りに、ぜひご家族でお越しください。 

○日   時  2023 年８月 19 日（土）18:00～21:00 頃 

○場   所  荒町本通り（真岡市荒町） 

○交通ガイド  電 車：真岡鐵道真岡駅から徒歩約 10 分 

         車 ：北関東自動車真岡 IC から約 15 分 

○駐 車 場  無料あり 

○問い合わせ  真岡市商工観光課 TEL 0285-83-8135 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14．かみのかわサンフラワー祭り〔上三川町〕 

８月下旬に行われる上三川町の夏を代表するイベントです。今年度はマルシェ形式のイベントと

して形を変えて開催します。イベント会場の周りには約３ha の広大なひまわり畑が広がっており、

10 万本の花が咲き誇ります。また、会場の西側には磯川緑地公園があり、遊歩道を散策することが

できます。 

○期   間  2023 年８月 26 日（土）～27 日（日）10:00～16:00 

○場   所  上三川町農村環境改善センターグラウンド（河内郡上三川町大字上郷 2140） 

○交通ガイド  電 車：JR 宇都宮線石橋駅から車で約 20 分 

         車 ：北関東自動車道宇都宮上三川 IC から約 15 分 

○問い合わせ  かみのかわサンフラワー祭り実行委員会（上三川町商工会内） 

TEL 0285-56-2206 

 

15．尊徳夏まつり～夏の最後の思い出に～〔真岡市〕 

真岡の夏を締めくくる「尊徳夏まつり」が８月 26 日に開催されます。 

夕方から郷土芸能や尊徳太鼓が披露され、ふれあい広場ではおたのしみ抽選会が行われます。大

人から子どもまで一同に踊る納涼盆踊りを楽しんだ後、「尊徳夏まつり大花火大会」が行われます。 

堤防沿いで行われるこの花火大会では、尺玉やスターマインなど約 5,000 発の花火が夜空を彩り

ます。 

会場が堤防沿いのため、広大な芝生の上でゆっくりと花火を楽しむことができます。 

○日   時  2023 年８月 26 日（土） 花火打上 19:30～20:30 

        ※荒天の場合は中止 

○場   所  鬼怒川河川敷緑地公園（真岡市砂ヶ原）※砂ヶ原橋下流左岸側 

○交通ガイド  電 車：真岡鐵道久下田駅からタクシーで約 10 分 

            JR 宇都宮線自治医大駅からタクシーで約 15 分 

         車 ：北関東自動車真岡 IC から約 20 分 

○駐 車 場  無料 約 3,000 台 

○問い合わせ  尊徳夏まつり実行委員会 TEL 0285-74-4666 
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まつり・イベント情報（９月） 

 

１．創作劇那須野の大地〔那須塩原市〕 

 「那須野の大地」は、不毛の大地に開拓の鍬を振るい、今日の那須塩原市の礎を築いた先人の姿

を、次世代に語り継ぐために創作された劇です。家族の絆、親子の情、夫婦の愛を描いた骨太の人

間ドラマと哀愁ただよう音楽をぜひご覧ください。 

○日   時  2023 年９月２日（土）18:00 開演 

 ３日（日）13:00 開演 

○場   所  那須塩原市 GUNEI 三島ホール（那須塩原市東三島６丁目 337） 

○入 場 料  １席 500 円（自由席） 

○チ ケ ッ ト  ７月 20 日（木）より、下記にてチケット販売を開始します。 

        ・三島公民館（8:30～17:15 月曜・祝日除く） 

        ・大正堂くろいそみるひぃホール（黒磯文化会館） 

（9:00～17:00 臨時休館日除く） 

○交通ガイド  電 車：JR 宇都宮線西那須野駅から JR バス塩原温泉バスターミナル行で 

約５分「三島農場」下車徒歩約４分 

JR 宇都宮線西那須野駅からゆーバス西那須野内循環線で約 35 分 

「那須野が原博物館」下車徒歩約３分 

         車 ：東北自動車道黒磯板室 IC から約 15 分 

○備   考  主催：劇団なすの 

        後援：那須塩原市教育委員会 

        協力：（一社）日本教育演劇道場らくりん座 

○問い合わせ  劇団なすの HP https://forms.office.com/r/VD2TCBqnAn 

 

 

２．塩原温泉古式湯まつり〔那須塩原市〕 

 塩原には江戸時代にはすでに多くの湯治客が集まる温泉でしたが、万治二年（1659 年）の山津波

によって湯場は土砂に埋まり、温泉の湧出も途絶えてしまいました。当時の領主や村人たちは温泉

の復興を願って、一身に祈りを捧げたのです。その甲斐あって温泉は再び湧出しました。この故事

にならい、温泉の末永い繁栄を願って元湯の湯を各温泉神社に分湯するようになったのが「湯まつ

り」の始まりです。 

元湯で汲んだ「御神湯」を各町内に分ける儀式を執り行うための「分湯行列」や、分湯式では地

元 中学生による巫女舞などが執り行われます。古式ゆかしい衣装に身を包んだ幻想的なお祭りを

是非お楽しみください。 

○日   時  2023 年９月 24 日（日）11;00～ 
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        ■11:00～ 御神湯 湯汲み式【元湯温泉】 

■12:00～ 御神湯 奉納【塩原八幡宮】 

■13:30～ 分湯行列【中塩原（那須塩原市塩原支所）出発】 

■14:20～ 分湯式【湯っ歩の里】 

※急遽変更になる可能性あり 

○場   所  元湯温泉（那須塩原市）、塩原八幡宮（那須塩原市中塩原 11）、 

那須塩原市塩原支所（那須塩原市中塩原 1-2）、 

湯っ歩の里（那須塩原市塩原 602-1） 

○料   金  無料 

○交通ガイド  電 車：JR 宇都宮線那須塩原駅から JR バス塩原温泉バスターミナル行で約 65 分 

終点「塩原温泉バスターミナル」下車 

JR 宇都宮線西那須野駅から JR バス塩原温泉バスターミナル行で約 45 分 

終点「塩原温泉バスターミナル」下車 

         車 ：東北自動車道西那須野塩原 IC から約 20 分 

○駐 車 場  無料 古町県営無料駐車場（那須塩原市塩原 2196-13）、 

塩原温泉交流広場（那須塩原市塩原 675-9） 

○問い合わせ  塩原温泉観光協会 TEL 0287-32-4000 

 

 

３．寺岡山元三大師 萩まつり〔足利市〕 

 寺岡山元三大師
てらおかさんがんざんだいし

境内では、９月になると紅白２種類の美しい萩、約 400 本が咲き誇る｢萩祭り｣が

行われます。演奏会、萩祭り特別護摩、お宝まき式などが行われます｡ 

○日   時  2023 年９月 24 日（日）10:00～ 

        ■催事：御祈願、お宝まき、演奏会 

○場   所  寺岡山元三大師（足利市寺岡町 871） 

○料   金  無料 

○交通ガイド  電 車：東武伊勢崎線足利市駅から車で約 20 分 

JR 両毛線富田駅から徒歩約 15 分 

         車 ：北関東自動車道足利 IC から約 20 分 

東北自動車道佐野藤岡 IC から約 20 分 

○問い合わせ  寺岡山元三大師 TEL 0284-91-3236 

 

４．生子
い き こ

神社の泣き相撲【国選択無形民俗文化財指定】〔鹿沼市〕 

 子供の健やかな成長と、無病息災を祈願して生子神社の境内で行われる伝統行事です。役員氏子

がまわし姿の力士に扮し、東西から幼児を抱きかかえ土俵に上がります。そして、掛け声と共に、

頭上高く３回ほど持ち上げて取り組ませます。「泣く子は育つ」という縁起をかついだ習俗が奉納

相撲に取り入れられたもので、全国的にも珍しい行事です。 

 本年も完全予約制での斎行となります。 
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○日   時  2023 年９月 24 日（日）9:00～16:00 

○場   所  生子神社（鹿沼市樅山町 1167）※屋外 

○定   員  1,000 名（完全予約制） 

○対 象 年 齢  生後６か月位の首の据わったお子様～３才位まで 

○料   金  参加料 5,000 円 

○申 込 方 法  (1)８月５日（土）～７日（月）まで…生子神社駐車場 

         (2)８月８日（火）～９月 18 日（月・祝）…屋台のまち中央公園 

        それぞれ 9:00～17:00 まで 

        ※８月 14 日（月）、21 日（月）、28 日（月）、９月４日（月）、11 日（月）は

休演日のため申込不可 

○交通ガイド  電 車：東武日光線樅山駅から徒歩約 12 分 

            JR 日光線鹿沼駅からリーバス「口粟野線」で約 18 分または 

            東武日光線新鹿沼駅からリーバス「口粟野線」で約６分 

            「生子神社入口」下車徒歩約７分 

            東武日光線新鹿沼駅からタクシーで約 10 分 

         車 ：東北自動車道鹿沼 IC から約 15 分 

○駐 車 場  無料 200 台 

○問い合わせ  （一社）鹿沼市観光協会（屋台のまち中央公園内） 

TEL 0289-60-6070 FAX 0289-62-5666 

HP  https/kanuma-kanko.jp 
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まつり・イベント情報（10 月） 

 

１．物外軒無料開放〔足利市〕 

物外軒は足利市指定文化財の茶室で、普段は一般開放をしておりませんが、この時期は無料で参

観することができます。美しい秋色に染まる庭園の見学も合わせてお楽しみください。 

○期   間  2023 年 10 月、11 月の日曜日、祝日 9:00～16:00 

○場   所  物外軒（足利市通６丁目 3161-3）※織姫公民館裏手 

○交通ガイド  電 車：JR 両毛線足利駅から徒歩約 20 分 

            東武伊勢崎線足利市駅から徒歩約 20 分 

         車 ：北関東自動車道足利 IC から約 15 分 

            東北自動車道佐野藤岡 IC から約 30 分 

○問い合わせ  足利市教育委員会文化課 TEL 0284-20-2230 

 

２．日光手打ちそばスタンプラリー〔日光市〕※詳細未定 

日光市内の手打ちそば店を巡るスタンプラリー。スタンプを集めて応募すると、抽選で豪華賞品

が当たります。 

○期   間  2023 年 10 月～12 月 

○場   所  日光市内の参加各店 

○問い合わせ  日光市農政課 TEL 0288-21-5171 

 

３．大小山火祭り〔足利市〕 

天台宗鳳仙寺で年に一度開催される火災除けの行事です｡ 

修験者が燃え盛る炎の中を裸足で歩く儀式で、火が落ち着いた後は一般の方も自由に参加するこ

とができます。 

火渡りが始まる前には、ユーモア溢れる山伏説法や、大般若経によるお祓い、天狗餅の振る舞い

なども行われます。 

○日   時  2023 年 10 月９日（月・祝）11:00～ ※雨天決行 

○場   所  鳳仙寺（足利市西場町 756） 

○交通ガイド  電 車：JR 両毛線富田駅から徒歩約 20 分 

            東武伊勢崎線足利市駅から車で約 25 分 

         車 ：北関東自動車道足利 IC から約 20 分 

            東北自動車道佐野藤岡 IC から約 30 分 

○問い合わせ  寺島様 TEL 090-5250-6170 

 

４．御食堂
おしょくどう

室内特別公開〔日光市〕 

天皇・皇后が普段の日常生活において食事をされた「御食堂」を特別公開します。 

両陛下がお食事をしながら楽しんだ景色をご堪能ください。縁側に立ちますと庭園を広く一望で

き、例年 10 月下旬頃から色づく庭園の木々の紅葉をお楽しみいただけます。 

また、写真撮影も可能です。 

○期   間  2023 年 10 月 14 日（土）～11 月 14 日（火） 

        ■10 月…9:00～17:00（受付は 16:00 まで） 

        ■11 月…9:00～16:30（受付は 15:45 まで） 

○場   所  日光田母沢御用邸記念公園（日光市本町 8-27） 

○料   金  入園料：大人 600 円、小・中学生 300 円 
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○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、 

中禅寺温泉行、湯元温泉行で約 10 分「日光田母沢御用邸記念公園」 

下車徒歩約 1 分 

         車 ：日光宇都宮道路今市 IC から約 5分 

○問い合わせ  日光田母沢御用邸記念公園 TEL 0288-53-6767 

 

５．御日拝所
ごにっぱいじょ

室内特別公開〔日光市〕 

大正天皇の旧御用邸（国指定重要文化財）がある日光田母沢御用邸記念公園の庭園には、カエデ

類が５種類 40～50 本あり、それ以外にツツジ類が多数あります。例年 10 月下旬から 11 月上旬に

かけて紅葉し、庭園が黄・朱・橙で鮮やかに彩られます。 

見学順路二階にある「御日拝所」の室内は通常立入が制限されていますが、今回、この紅葉の時

期に合わせて室内を特別に公開いたします。 

庭園の眺めが良い「御日拝所」からの美しい紅葉をご覧いただけます。また、この部屋は紀州徳

川家江戸中屋敷であった赤坂離宮の中心部分を移築したもので、数寄屋風の意匠が特徴です。弧を

描く独特のデザインを持つ床の間の落とし掛けや、普段見られない違い棚の意匠なども合わせてお

楽しみください。 

○期   間  2023 年 10 月 14 日（土）～11 月 14 日（火） 

        ■10 月…9:00～17:00（受付は 16:00 まで） 

        ■11 月…9:00～16:30（受付は 15:45 まで） 

○場   所  日光田母沢御用邸記念公園（日光市本町 8-27） 

○入 園 料  大人 600 円、小・中学生 300 円 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、 

中禅寺温泉行、湯元温泉行で約 10 分「日光田母沢御用邸記念公園」 

下車徒歩約１分 

         車 ：日光宇都宮道路日光 IC から約 10 分 

○問い合わせ  日光田母沢御用邸記念公園 TEL 0288-53-6767 

 

６．日光東照宮秋季大祭〔日光市〕※開催予定 

日光東照宮の秋の大祭は臨時祭で、徳川家康公の神霊を駿府久能山から日光へ改葬した当時の行

列を再現した百物揃千人武者行列（ひゃくものぞろえせんにんむしゃぎょうれつ）と呼ばれる豪壮

な渡御祭
と ぎ ょ さ い

が毎年 10 月 17 日に催されます。 

午前 11 時に神輿舎
し ん よ し ゃ

前を出発した総勢 800 人ほどの行列は、表参道から御旅所
お た び し ょ

までの約 1km を鎧

武者・鎗
や り

持ち姿などで練り歩き、最後尾に神輿
み こ し

が続きます。 

行列が御旅所に着くと御旅所祭が行われます。神輿は御旅所神殿に祀
まつ

られ、拝殿には三品立
さ ん ぼ ん だ て

七十

五膳と呼ばれる山海の幸が神職の手で供えられ、日光二荒山神社の巫女による八乙女
や お と め

の舞、日光東

照宮神職による東遊
あ ず ま あ そ び

の舞の２つの舞が古式雅やかに奉納されます。午後１時頃、東照宮の境内に向

けて行列は還っていきます。 

前日の 16 日には馬上から的を射る流鏑馬
や ぶ さ め

が表参道で行われます。 

精鋭 12 人の射手が「陰陽射
い ん よ う い

」という勇ましい掛け声とともに馬上から次々と的を射抜きます。 

○期   間  2023 年 10 月 16 日（月）～17 日（火） 

        ■10 月 16 日（月）神事流鏑馬 13:00～ 

        ■10 月 17 日（火）百物揃千人武者行列（とちぎのまつり 100 選） 

         11：00～ 渡御（東照宮→五重塔→表参道→御旅所） 

12：00～ 御旅所祭（三品立七十五膳、八乙女の舞、東遊の舞） 

13：00～ 還御（御旅所→表参道→五重塔→東照宮） 
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○場   所  日光東照宮表参道（日光市山内 2301） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、 

中禅寺温泉行、湯元温泉行、世界遺産めぐりバスで約 10 分 

「神橋」下車徒歩約８分 

         車 ：日光宇都宮道路日光 IC から約 10 分 

○駐 車 場  あり（有料） 

○問い合わせ  日光東照宮 TEL 0288-54-0560 

 

７．光の花の庭 フラワーファンタジー2023〔足利市〕 

東日本最大級のイルミネーションに彩られた幻想の世界。 

夜景鑑賞士が選ぶイルミネーションランキングでは７年連続で全国１位に輝きました。 

100,000 ㎡の園内に 500 万球を超えるイルミネーションが瞬き、訪れる方々に毎年心温まる感動

を与えています。 

※期間・時間は変更となる可能性がございます。 

〇期   間  2023 年 10 月 18 日（水）～2024 年２月 14 日（水）※予定 

        ■平日 15:30～21:00 ※予定 

        ■土・日・祝 15:30～21:30 ※予定 

〇場   所  あしかがフラワーパーク（足利市迫間町 607） 

〇料   金  〔夜間料金〕大人 1,300 円、小人 700 円 ※予定 

〇交通ガイド  電 車：JR 両毛線あしかがフラワーパーク駅から徒歩約３分 

東武伊勢崎線足利市駅から車で約 30 分 

      車 ：北関東自動車道足利 IC から約 15 分 

東北自動車道佐野藤岡 IC から約 18 分 

〇問い合わせ  あしかがフラワーパーク TEL 0284-91-4939 

 

８．下野國
しもつけのくに

一社八幡宮秋祭〔足利市〕 

下野國一社八幡宮は､天喜４（1056）年、八幡太郎の名で有名な源義家が陸奥の豪族・安倍頼時

父子を討伐（前九年の役）するため当社付近の大将陣に宿直し、戦勝を祈願して現在の地の小祠を

創建し、山城国（現京都府）の男山八幡宮を勧請し創建したといわれています｡ 

下野国第一の八幡宮として、下野國一社八幡宮と称し、南北朝時代以降の指定文化財を数多く有

しています。 

境内には、日本三大縁切り稲荷の一つに数えられ、縁切りは勿論の事、病気、災難、厄除けにも

霊験あらたかな「門田稲荷神社」があります。 

秋祭りでは足利市無形文化財に指定されている御神楽が毎年披露されています｡ 

○期   日  2023 年 10 月 21 日（土）＜毎年 10 月第３土曜日開催＞ 

○場   所  下野國一社八幡宮（足利市八幡町 387） 

○交通ガイド  電 車：東武伊勢崎線足利市駅から車で約５分または徒歩約 20 分 

            JR 両毛線足利駅から車で約８分または徒歩約 30 分 

         車 ：北関東自動車道足利 IC から約 20 分 

北関東自動車道太田桐生 IC から約 15 分 

○問い合わせ  下野國一社八幡宮社務所 TEL 0284-71-0292 

 

９．日光山輪王寺 逍遥園
しょうようえん

ライトアップ〔日光市〕※開催予定 

世界遺産「日光の社寺」エリアにある日光山輪王寺逍遥園は、紅葉の人気スポットのひとつです。 

江戸時代に作られた風光明媚な庭園が、夜になると色鮮やかにライトアップされ、よりー暦優雅
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な情畏が広がります。 

○期   間  2023 年 10 月 25 日（水）～11 月 15 日（水）※日程変更の可能性有り 

        10 月…17:00～20:00、11 月…16:00～20:00（最終入場は 30 分前まで） 

○場   所  日光山輪王寺 逍遥園（日光市山内 2300） 

○入 園 料  500 円 

※保護者同伴の小中学生・未就学児は無料（宝物殿は含まず） 

※昼夜入れ替え制（昼間の券は使用不可） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、 

中禅寺温泉行、湯元温泉行、世界遺産めぐりバスで約 10 分 

「神橋」下車徒歩約５分 

            ※世界遺産めぐりバスは日によって迂回運行あり 

         車 ：日光宇都宮道路日光 IC から約 10 分 

○駐 車 場  あり（有料） 

○問い合わせ  日光山輪王寺 TEL 0288-54-0531 

 

10．荒沢不動尊護摩
ご ま

供養〔日光市〕※開催予定 

かつて多くの修験者で賑わった荒沢不動尊において、水の恵みに感謝した秘法護摩焚きが行われ

ます。 

○日   時  2023 年 10 月 28 日（土）11:00～12:00 

○場   所  裏見
う ら み

ノ滝（日光市丹勢） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、 

中禅寺温泉行、湯元温泉行で約 15 分「裏見の滝入口」下車徒歩約 40 分 

         車 ：日光宇都宮道路清滝 IC から約 10 分「裏見の滝駐車場」駐車、 

徒歩約 15 分 

○問い合わせ  興雲律院 TEL 0288-54-0260 
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名称 市町名 場所（集合場所） 問い合わせ TEL
（E-mail・HP等）

第40回与一まつり 大 田 原 市

白河信用金庫前交差点～山
二商店前交差点～金燈籠交
差点
（市道大田原野崎線（中央多
目的公園含む）、中央通り）

与一まつり実行委員会事務局
（大田原市産業振興部商工観光課）

0287-23-3145

足利花火大会 足 利 市
田中橋下流渡良瀬運動公園
及び河川敷
（足利市）

足利夏まつり実行委員会
（足利商工会議所）

0284-21-1354

黒磯　日用夜市　vol.６ 那須塩原市
JR黒磯駅前広場及び隣接道路
（那須塩原市塩原）

日用夜市実行委員会
インスタグラム
アカウント

@nichiyo_ichi

きつれがわサマーフェスティバル＆
花火大会2023
※開催予定

さ く ら 市
荒川水辺公園
（さくら市喜連川）
※道の駅きつれがわ隣

喜連川観光協会 028-686-3013

壬生ふるさとまつり 壬 生 町
壬生総合公園陸上競技場
（下都賀郡壬生町国谷783-
1）

壬生町観光協会 0282-81-1844

第６回芭蕉の里くろばね那珂川
レディース鮎釣り大会（鮎レディ）

大 田 原 市
那珂川河川公園
（黒羽商工会裏手）

大田原市観光協会 0287-54-1110

第９回おやまの日本一ビールまつり 小 山 市
小山御殿広場
（小山市中央町1丁目1-1）
※小山市役所北側

（一社）小山市観光協会 0285-30-4772

ピンポン寺卓球大会 足 利 市
徳蔵寺境内
（足利市猿田町9-3）

徳蔵寺 0284-41-8621

中禅寺湖スワンボートレース
※開催予定

日 光 市
中禅寺湖サンセットピア西桟橋
（日光市中宮祠）

日光二荒山神社中宮祠 0288-55-0017

こども釋奠 足 利 市
史跡足利学校　大成殿
（足利市昌平町2338）

史跡足利学校事務所 0284-41-2661

月あかり花回廊第14章
※詳細未定

日 光 市
鬼怒川公園
（日光市藤原）

（一社）日光市観光協会 0288-22-1525

千灯供養祭 日 光 市
追分地蔵尊
（日光市今市117）

・追分地蔵尊
・（一社）日光市観光協会

・0288-22-4804
・0288-22-1525

８月４日（金）～５日（土）
16:00～21:30

８月５日（土）
19:15～20:45

過去に掲載のまつり・イベント

次のまつり・イベントは、８月号に掲載しておりませんので、７月号をご覧ください。

期日

８月６日（日）、27日（日）
15:00～21:00

８月26日（土）
11:30～20:00

８月26日（土）

８月27日（日）
※予備日９月３日（日）

９月24日（日）～25日（月）

９月２日（土）～３日（日）

９月３日（日）
13:00～

９月５日（火）

９月18日（月・祝）
10:00～

９月22日（金）～
10月９日（月・祝）
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子

町
塙

5
2
7
-
6

T
E
L
　

0
2
8
5
-
7
2
-
8
7
6
8

F
A

X
　

0
2
8
5
-
7
2
-
6
5
8
2

※
9
:0

0
～

1
7
:0

0

（
団

体
の

み
受

付
）

〇
梨

狩
り

（
２

個
も

ぎ
取

り
）

期
間

：
８

月
下

旬
～

９
月

下
旬

料
金

：
6
5
0
円

〇
ぶ

ど
う

狩
り

（
１

房
も

ぎ
取

り
）

期
間

：
９

月
上

旬
～

1
0
月

上
旬

料
金

：
7
0
0
円

○
り

ん
ご

狩
り

（
２

個
も

ぎ
取

り
）

期
間

：
９

月
下

旬
～

1
1
月

下
旬

料
金

：
6
5
0
円

遠
藤

ブ
ル

ー
ベ

リ
ー

園
芳

賀
郡

益
子

町
七

井
2
3
6
1
-
1

0
9
0
-
5
9
9
4
-
7
4
6
9

ブ
ル

ー
ベ

リ
ー

と
里

山
と

芳
賀

郡
益

子
町

本
沼

4
5
3
-
1

0
7
0
-
4
2
0
6
-
1
0
0
0

広
田

果
樹

園
ブ

ル
ー

ベ
リ

ー
、

梅
、

り
ん

ご
芳

賀
郡

益
子

町
山

本
6
4

0
2
8
5
-
7
2
-
2
8
3
1

谷
口

ぶ
ど

う
園

芳
賀

郡
益

子
町

上
大

羽
1
1
0
8

0
2
8
5
-
7
2
-
3
1
4
9

廣
沢

ぶ
ど

う
園

芳
賀

郡
益

子
町

山
本

4
3
2

0
2
8
5
-
7
2
-
2
8
1
8

岩
崎

り
ん

ご
園

芳
賀

郡
益

子
町

七
井

1
7
7
3

0
2
8
5
-
7
2
-
5
1
3
9

ア
ッ

プ
ル

ラ
ン

ド
島

田
芳

賀
郡

益
子

町
大

沢
6
8
8
-
1

0
2
8
5
-
7
2
-
5
0
5
4

島
田

り
ん

ご
園

芳
賀

郡
益

子
町

大
沢

3
3
6
2
-
1

0
2
8
5
-
7
2
-
4
6
4
2

※
栽

培
品

種
、

収
穫

時
期

や
直

売
情

報
等

に
つ

い
て

は
、

直
接

栽
培

農
園

へ
お

問
い

合
わ

せ
く
だ

さ
い

。

※
天

候
な

ど
の

影
響

に
よ

り
、

収
穫

時
期

は
変

動
す

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。

○
ブ

ル
ー

ベ
リ

ー
 　

６
月

上
旬

～
９

月
上

旬
○

梅
　

　
　

　
　

　
　

　
６

月
上

旬
～

下
旬

○
ぶ

ど
う

　
　

　
　

　
　

８
月

中
旬

～
1
1
月

上
旬

○
り

ん
ご

　
　

　
　

　
　

８
月

下
旬

～
1
2
月

下
旬

り
ん

ご

ぶ
ど

う

益 子 町
ブ

ル
ー

ベ
リ

ー
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市
町

名
館

　
名

催
　

　
し

会
　

期
料

金
等

休
館

日
交

通
ア

ク
セ

ス
問

い
合

わ
せ

夏
休

み
宿

題
お

助
け

企
画

ち
ょ

っ
と

だ
け

上
手

く
な

る
子

ど
も

向
け

水
彩

画
教

室
2
0
2
3

も
う

す
ぐ

楽
し

い
夏

休
み

で
す

。
そ

ん
な

夏
休

み
に

絵
の

宿
題

が
で

て
い

る
小

・
中

学
校

は
多

い
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

下
描

き
は

上
手

に
出

来
る

の
に

、
い

つ
も

絵
具

を
塗

っ
た

ら
失

敗
し

て
し

ま
う

、
そ

ん
な

悩
み

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？

大
好

評
だ

っ
た

水
彩

絵
具

の
塗

り
方

の
ち

ょ
っ

と
し

た
コ

ツ
を

教
え

る
水

彩
画

教
室

を
、

４
年

ぶ
り

に
開

催
い

た
し

ま
す

。
プ

ロ
の

画
家

に
丁

寧
に

教
え

て
も

ら
い

な
が

ら
、

苦
手

な
水

彩
画

を
克

服
し

て
み

ま
せ

ん
か

。
水

彩
画

教
室

の
あ

と
は

カ
フ

ェ
で

ワ
ン

ド
リ

ン
ク

付
で

す
。

講
師

：
や

な
い

ふ
み

え
氏

８
月

６
日

（
日

）
～

 ８
日

（
火

）
午

前
の

部
　

1
0
:0

0
～

1
2
:0

0
午

後
の

部
　

1
4
:0

0
～

1
6
:0

0

【
料

金
】

3
1
0
円

（
ワ

ン
ド

リ
ン

ク
付

）
※

別
途

、
下

記
の

入
館

料
が

発
生

し
ま

す
。

　
一

般
 7

3
0
円

、
大

学
生

5
1
0
円

、
高

校
生

以
下

無
料

【
対

象
】

小
学

生
・
中

学
生

【
定

員
】

各
回

1
0
名

（
定

員
に

達
し

次
第

締
切

）

【
申

込
方

法
】

７
月

1
0
日

（
月

）
か

ら
電

話
受

付
開

始

月
曜

定
休

（
祝

日
の

場
合

は
翌

日
）

【
電

車
】

J
R

日
光

線
日

光
駅

・
東

武
日

光
線

東
武

日
光

駅
か

ら
東

武
バ

ス
奥

細
尾

行
、

中
禅

寺
温

泉
行

、
湯

元
温

泉
行

、
世

界
遺

産
め

ぐ
り

バ
ス

で
約

1
0
分

「
神

橋
」
下

車
徒

歩
約

３
分

【
車

】
日

光
宇

都
宮

道
路

日
光

IC
か

ら
約

1
0
分

T
E
L
　

0
2
8
8
-
5
0
-
1
2
0
0

日
光

あ
ー

と
さ

ん
ぽ

日
光

あ
ー

と
さ

ん
ぽ

は
、

本
年

度
で

9
年

目
と

な
る

日
光

市
生

涯
学

習
課

の
主

催
事

業
で

す
。

町
中

や
公

園
で

よ
く
見

か
け

る
彫

刻
。

ど
れ

も
丈

夫
そ

う
に

見
え

ま
す

が
、

実
は

定
期

的
に

洗
っ

て
あ

げ
な

い
と

大
変

な
こ

と
に

な
っ

て
し

ま
う

こ
と

を
知

っ
て

い
ま

す
か

？
今

回
は

、
杉

並
木

公
園

に
あ

る
フ

ク
ロ

ウ
の

石
彫

を
触

り
な

が
ら

鑑
賞

し
、

実
際

に
洗

っ
て

み
ま

す
。

彫
刻

と
触

れ
あ

い
、

理
解

を
深

め
て

い
け

る
貴

重
な

体
験

と
な

り
ま

す
。

ふ
く
ろ

う
の

森
 手

塚
登

久
夫

石
彫

館
の

見
学

や
小

杉
放

菴
記

念
日

光
美

術
館

「
小

杉
放

菴
と

春
陽

会
の

画
家

た
ち

」
展

を
鑑

賞
、

参
加

特
典

も
付

い
て

い
ま

す
。

講
師

：
高

嶋
直

人
氏

９
月

２
日

（
土

）
9
:3

0
～

1
6
:0

0
（
予

定
）

【
料

金
】

参
加

無
料

【
対

象
】

小
学

生
以

上
の

日
光

市
民

（
小

学
３

年
生

以
下

は
保

護
者

同
伴

）

【
定

員
】

1
5
名

程
度

（
先

着
順

）

【
申

込
方

法
】

７
月

1
5
日

（
土

）
～

８
月

2
0
日

（
日

）
に

美
術

館
へ

お
電

話
で

お
申

し
込

み
く
だ

さ
い

。

月
曜

定
休

（
祝

日
の

場
合

は
翌

日
）

【
電

車
】

J
R

日
光

線
日

光
駅

・
東

武
日

光
線

東
武

日
光

駅
か

ら
東

武
バ

ス
奥

細
尾

行
、

中
禅

寺
温

泉
行

、
湯

元
温

泉
行

、
世

界
遺

産
め

ぐ
り

バ
ス

で
約

1
0
分

「
神

橋
」
下

車
徒

歩
約

３
分

【
車

】
日

光
宇

都
宮

道
路

日
光

IC
か

ら
約

1
0
分

T
E
L
　

0
2
8
8
-
5
0
-
1
2
0
0

新
た

な
時

代
の

エ
ト

ラ
ン

ゼ
─

パ
リ

へ
渡

っ
た

日
本

人
画

家
た

ち
 1

9
5
0
-
7
0
s─

第
二

次
世

界
大

戦
を

経
た

1
9
5
0
年

代
か

ら
7
0
年

代
、

次
世

代
を

担
う

若
き

洋
画

家
た

ち
が

続
々

と
パ

リ
の

地
を

踏
み

ま
し

た
。

本
展

は
、

1
9
5
0
年

代
か

ら
7
0
年

代
に

か
け

て
パ

リ
を

訪
れ

た
野

見
山

暁
治

・
赤

堀
尚

・
笠

井
誠

一
・
進

藤
蕃

・
植

田
寛

治
・
入

江
観

・
小

杉
小

二
郎

の
滞

欧
作

を
、

そ
の

前
後

の
作

品
と

展
観

す
る

こ
と

に
よ

り
、

こ
の

地
で

の
学

び
が

彼
ら

の
画

業
に

ど
の

よ
う

に
し

て
活

か
さ

れ
た

の
か

を
探

る
と

と
も

に
、

個
性

豊
か

な
画

家
た

ち
に

彩
ら

れ
た

現
代

洋
画

史
の

再
検

証
を

試
み

る
も

の
で

す
。

９
月

1
6
日

（
土

）
～

1
1
月

1
9
日

（
日

）
9
:3

0
～

1
7
:0

0
（
受

付
1
6
:3

0
ま

で
）

【
入

館
料

】
一

般
 7

3
0
円

大
学

生
5
1
0
円

高
校

生
以

下
は

無
料

月
曜

定
休

（
祝

日
の

場
合

は
翌

日
）

【
電

車
】

J
R

日
光

線
日

光
駅

・
東

武
日

光
線

東
武

日
光

駅
か

ら
東

武
バ

ス
奥

細
尾

行
、

中
禅

寺
温

泉
行

、
湯

元
温

泉
行

、
世

界
遺

産
め

ぐ
り

バ
ス

で
約

1
0
分

「
神

橋
」
下

車
徒

歩
約

３
分

【
車

】
日

光
宇

都
宮

道
路

日
光

IC
か

ら
約

1
0
分

T
E
L
　

0
2
8
8
-
5
0
-
1
2
0
0

美
　

術
　

館
　

・
　

博
　

物
　

館
　

等
　

　
各

　
種

　
展

　
示

　
情

　
報

小
杉

放
菴

記
念

日
光

美
術

館
（
日

光
市

山
内

2
3
8
8
-
3
）

日 光 市
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市
町

名
館

　
名

催
　

　
し

会
　

期
料

金
等

休
館

日
交

通
ア

ク
セ

ス
問

い
合

わ
せ

美
　

術
　

館
　

・
　

博
　

物
　

館
　

等
　

　
各

　
種

　
展

　
示

　
情

　
報

足 利 市

足
利

市
立

美
術

館
（
足

利
市

通
2
-
1
4
-
7
）

【
足

利
市

立
美

術
館

企
画

展
 色

彩
散

歩
 -

P
ro

m
e
n
a
n
d
e
 I
n
 C

o
lo

r-
 コ

レ
ク

シ
ョ

ン
展

2
0
2
3
】

私
た

ち
が

目
に

す
る

景
色

は
、

無
数

の
色

に
彩

ら
れ

て
い

ま
す

。
こ

う
し

た
色

彩
は

、
さ

ま
ざ

ま
な

感
情

や
記

憶
を

呼
び

起
こ

し
て

く
れ

ま
す

。
そ

し
て

絵
画

な
ど

の
美

術
で

表
さ

れ
る

色
彩

も
、

私
た

ち
に

働
き

か
け

て
心

を
動

か
す

作
用

を
持

っ
て

い
ま

す
。

こ
の

展
覧

会
で

は
、

足
利

市
立

美
術

館
が

所
蔵

す
る

作
品

の
中

か
ら

、
多

様
な

ジ
ャ

ン
ル

の
美

術
家

が
、

と
り

わ
け

色
彩

に
強

い
思

い
を

込
め

て
制

作
し

た
作

品
を

厳
選

し
て

ご
覧

い
た

だ
き

ま
す

。
美

術
館

の
中

で
色

彩
を

め
ぐ

り
歩

く
ひ

と
と

き
を

、
ど

う
ぞ

お
楽

し
み

く
だ

さ
い

。

８
月

2
6
日

（
土

）
～

1
0
月

2
2
日

（
日

）
1
0
:0

0
～

1
8
:0

0
（
最

終
入

場
1
7
:3

0
ま

で
）

一
般

7
1
0
円

（
5
6
0
円

）
高

校
生

・
大

学
生

5
0
0
円

（
4
0
0
円

）
中

学
生

以
下

無
料

※
（
）
内

は
2
0
名

以
上

の
団

体
料

金

月
曜

日
（
祝

日
は

開
館

）
、

祝
日

の
場

合
は

翌
平

日

【
電

車
】

・
J
R

両
毛

線
足

利
駅

か
ら

徒
歩

約
1
0
分

・
東

武
伊

勢
崎

線
足

利
市

駅
か

ら
徒

歩
約

1
0
分

【
車

】
・
北

関
東

自
動

車
道

足
利

IC
か

ら
約

1
5
分

・
東

北
自

動
車

道
佐

野
藤

岡
IC

か
ら

約
4
0
分

T
E
L
　

0
2
8
4
-
4
3
-
3
1
3
1

開
館

3
0
周

年
記

念
　

　
陶

芸
家

　
和

田
的

展
千

葉
県

出
身

で
現

在
も

千
葉

県
佐

倉
市

で
作

陶
す

る
和

田
的

（
1
9
7
8
～

）
の

初
期

作
品

か
ら

最
新

作
ま

で
、

彫
り

と
削

り
を

極
め

た
作

品
の

数
々

を
紹

介
し

ま
す

。
ま

た
、

陶
芸

以
外

に
も

F
R

P
や

ス
テ

ン
レ

ス
を

用
い

た
造

形
作

品
も

展
示

し
ま

す
。

７
月

3
0
日

（
日

）
～

1
0
月

９
日

（
月

・
祝

）
9
:3

0
～

1
7
:0

0
（
2
月

～
1
0
月

）
※

入
館

は
1
6
:3

0
ま

で

ス
ポ

ッ
ト

ラ
イ

ト
：
　

追
想

　
瀧

田
項

一
≪

場
所

：
２

階
展

示
室

≫
昨

年
２

月
に

9
4
年

の
生

涯
を

と
じ

た
瀧

田
項

一
の

仕
事

を
約

2
0
点

の
作

品
と

資
料

に
よ

っ
て

追
想

し
ま

す
。

手
の

切
れ

る
よ

う
な

白
磁

で
は

な
く
、

温
も

り
を

感
じ

ら
れ

る
よ

う
な

白
磁

を
標

榜
し

続
け

た
瀧

田
作

品
を

紹
介

し
ま

す
。

７
月

3
0
日

（
日

）
～

1
0
月

９
日

（
月

・
祝

）
9
:3

0
～

1
7
:0

0
（
2
月

～
1
0
月

）
※

入
館

は
1
6
:3

0
ま

で

一
般

6
0
0
円

（
5
5
0
円

）
小

学
生

・
中

学
生

3
0
0
円

（
2
5
0
円

）
6
5
歳

以
上

は
個

人
・
団

体
と

も
に

3
0
0
円

（
）
内

は
2
0
名

以
上

の
団

体
料

金
※

受
付

に
て

年
齢

確
認

で
き

る
も

の
を

ご
提

示
下

さ
い

。

月
曜

日
（
祝

日
は

開
館

）
、

祝
日

の
翌

日

※
そ

の
他

、
展

示
替

え
に

よ
る

臨
時

休
館

日
あ

り

【
電

車
】

・
真

岡
鐵

道
益

子
駅

か
ら

徒
歩

約
2
5
分

・
J
R

宇
都

宮
駅

か
ら

関
東

バ
ス

益
子

行
で

約
6
0
分

「
陶

芸
メ

ッ
セ

入
口

」
下

車
徒

歩
約

2
分

【
高

速
バ

ス
】

秋
葉

原
駅

か
ら

関
東

や
き

も
の

ラ
イ

ナ
ー

で
約

2
時

間
3
0
分

「
陶

芸
メ

ッ
セ

入
口

」
下

車
徒

歩
約

2
分 【
車

】
・
北

関
東

自
動

車
道

桜
川

筑
西

Ｉ
Ｃ

か
ら

約
2
0
分

・
北

関
東

自
動

車
道

真
岡

IC
か

ら
約

2
5
分

＜
駐

車
場

＞
無

料
　

約
2
5
0
台

※
益

子
陶

器
市

期
間

中
は

有
料

T
E
L
　

0
2
8
5
-
7
2
-
7
5
5
5

F
A

X
　

0
2
8
5
-
7
2
-

7
6
0
0

H
P

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.m
as

h
ik

o
-
m

u
se

u
m

.jp
/

益 子 町

益
子

陶
芸

美
術

館
／

陶
芸

メ
ッ

セ
・
益

子
（
芳

賀
郡

益
子

町
益

子
3
0
2
1
）
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市
町

名
場

　
所

内
　

容
期

　
間

料
　

金
交

通
ア

ク
セ

ス
問

い
合

わ
せ

大 田 原 市

黒
羽

観
光

や
な

（
大

田
原

市
黒

羽
向

町
1
6
3
9
）

※
黒

羽
橋

右
岸

や
な

架
設

「
や

な
」
と

は
、

杉
の

丸
太

や
竹

で
水

流
を

せ
き

止
め

、
そ

こ
に

打
ち

上
げ

ら
れ

る
鮎

を
獲

る
昔

な
が

ら
の

漁
具

。
す

ぐ
そ

ば
に

は
鮎

料
理

を
食

べ
ら

れ
る

や
な

場
が

隣
接

し
て

い
ま

す
。

7
月

中
旬

～
1
0
月

末
（
予

定
）

※
や

な
場

は
５

月
１

日
（
月

）
か

ら
1
1
月

1
5

日
水

）
ま

で
営

業
お

問
い

合
わ

せ
く
だ

さ
い

【
電

車
】

・
J
R

宇
都

宮
線

那
須

塩
原

駅
か

ら
大

田
原

市
営

バ
ス

雲
巌

寺
線

で
約

3
0
分

「
く
ら

し
の

館
」
下

車
徒

歩
約

５
分

【
車

】
・
東

北
自

動
車

道
矢

板
IC

か
ら

約
4
0
分

・
東

北
自

動
車

道
西

那
須

野
塩

原
IC

か
ら

約
3
0
分

黒
羽

観
光

や
な

0
2
8
7
-
5
4
-
0
0
8
7

鹿
沼

観
光

下
沢

や
な

（
鹿

沼
市

下
沢

1
0
3
5
）

鹿
沼

の
清

流
「
大

芦
川

」
に

作
ら

れ
た

ヤ
ナ

に
は

、
新

鮮
な

ア
ユ

が
跳

ね
ま

わ
り

ま
す

。
川

の
清

ら
か

な
せ

せ
ら

ぎ
を

聞
き

な
が

ら
、

炭
火

で
じ

っ
く
り

と
焼

か
れ

た
ア

ユ
の

塩
焼

が
食

べ
ら

れ
ま

す
。

ま
た

、
イ

ケ
ス

に
は

な
し

た
魚

の
つ

か
み

ど
り

や
釣

堀
で

捕
っ

た
魚

を
焼

い
て

食
べ

る
こ

と
も

で
き

ま
す

。
※

ア
ユ

の
提

供
は

６
月

中
旬

か
ら

※
ヤ

ナ
の

設
置

は
８

月
頃

か
ら

６
月

1
0
日

（
土

）
～

1
0
月

末
1
1
：
0
0
～

1
6
：
3
0

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

【
車

】
東

北
自

動
車

道
鹿

沼
IC

か
ら

約
2
5
分

※
駐

車
場

：
普

通
車

5
0
台

T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
2
-
8
0
4
1

※
繁

忙
に

よ
り

繋
が

り
に

く
い

場
合

が
ご

ざ
い

ま
す

。

粟
野

町
観

光
や

な
（
鹿

沼
市

深
程

8
7
0
-
3
）

カ
ッ

パ
伝

説
の

残
る

小
倉

川
（
思

川
）
の

ア
ユ

が
堪

能
で

き
ま

す
。

 炭
火

で
じ

っ
く

り
と

焼
か

れ
た

ア
ユ

の
塩

焼
を

は
じ

め
、

ア
イ

ソ
の

唐
揚

な
ど

が
お

す
す

め
で

す
。

つ
か

み
取

り
な

ど
は

で
き

ま
せ

ん
が

、
川

辺
に

あ
る

店
内

の
座

敷
で

清
流

の
せ

せ
ら

ぎ
を

聞
き

な
が

ら
、

お
子

様
連

れ
で

も
安

心
し

て
ゆ

っ
く
り

と
過

ご
す

こ
と

が
で

き
ま

す
。

不
定

休
1
1
：
0
0
～

1
5
：
0
0

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。
【
車

】
・
北

関
東

自
動

車
道

都
賀

IC
か

ら
約

８
分

・
東

北
自

動
車

道
栃

木
IC

か
ら

約
2
0
分

T
E
L
　

0
2
8
9
-
8
5
-
3
0
9
2

マ
ス

の
つ

か
み

ど
り

大
会

（
永

野
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
公

園
前

河
川

）

マ
ス

の
つ

か
み

ど
り

を
と

お
し

て
、

清
流

と
自

然
を

県
内

外
の

方
々

に
広

く
P

R
し

、
豊

か
な

自
然

の
保

護
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
に

開
催

さ
れ

る
イ

ベ
ン

ト
で

す
。

自
然

が
い

っ
ぱ

い
の

永
野

川
で

ぜ
ひ

親
子

で
ご

参
加

く
だ

さ
い

。
※

つ
か

み
ど

り
は

素
手

で
行

い
ま

す
。

8
月

1
5
日

（
火

）
1
0
:3

0
～

受
付

開
始

1
0
:0

0
～

（
先

着
1
5
0
名

）
中

学
生

以
上

　
2
,5

0
0
円

小
学

生
以

下
　

1
,5

0
0
円

【
車

】
東

北
自

動
車

道
鹿

沼
IC

か
ら

約
2
5
分

※
駐

車
場

：
普

通
車

5
0
台

下
都

賀
漁

業
協

同
組

合
T
E
L
　

0
2
8
5
-
2
2
-
0
4
0
2

（
9
:0

0
～

1
6
:0

0
）

あ
ゆ

釣
り

大
会

（
清

州
橋

付
近

）
8
月

2
0
日

（
日

）
7
:3

0
～

1
1
:3

0
受

付
開

始
6
:3

0
～

3
,0

0
0
円

（
お

と
り

３
匹

込
）

※
当

日
支

払

【
車

】
・
北

関
東

自
動

車
道

都
賀

IC
か

ら
約

８
分

・
東

北
自

動
車

道
栃

木
IC

か
ら

約
2
0
分

小
倉

川
漁

業
協

同
組

合
T
E
L
　

0
2
8
9
-
7
8
-
5
4
9
8

施
設

オ
ー

プ
ン

、
釣

り
解

禁
等

　
各

種
情

報

鹿 沼 市
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市
町

名
場

所
／

区
間

等
内

　
　

容
交

通
ア

ク
セ

ス
問

い
合

わ
せ

古
峰

ヶ
原

高
原

ハ
イ

キ
ン

グ
コ

ー
ス

日
光

開
山

に
先

立
ち

、
勝

道
上

人
は

鹿
沼

の
山

で
3
年

間
の

修
業

を
し

ま
し

た
。

そ
の

修
験

の
場

「
深

山
巴

の
宿

（
ジ

ン
ゼ

ン
ト

モ
エ

ノ
シ

ュ
ク

）
」
が

あ
る

の
が

古
峰

ヶ
原

高
原

で
す

。
深

山
巴

の
宿

は
そ

の
名

の
由

来
と

な
っ

た
天

然
の

「
巴

形
の

水
路

」
が

確
認

で
き

、
当

時
へ

と
思

い
を

馳
せ

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
南

方
面

の
ハ

イ
キ

ン
グ

コ
ー

ス
で

は
天

狗
の

庭
、

三
枚

石
な

ど
の

名
所

が
楽

し
め

ま
す

。
北

側
に

は
行

者
沼

や
行

者
岳

を
経

て
地

蔵
岳

・
夕

日
岳

へ
向

か
う

登
山

道
が

あ
り

、
尾

根
筋

に
あ

た
る

こ
と

か
ら

眺
望

を
楽

し
み

な
が

ら
歩

け
ま

す
。

こ
の

ル
ー

ト
が

ま
さ

に
勝

道
上

人
の

日
光

開
山

の
道

で
、

薬
師

岳
を

越
え

、
茶

ノ
木

平
へ

と
伸

び
て

い
ま

す
。

○ 約 1
2

km

　 古 峯 神 社

→ 9
0 分

　 古 峰 ヶ 原 高 原

→ 4
5 分

　 三 枚 岩
→ 1
5 分

　 方 塞 山
→ 1
5 分

　 三 枚 岩
→ 4
5 分

　 古 峰 ヶ 原 高 原

→ 9
0 分

　 古 峯 神 社

【
バ

ス
】

リ
ー

バ
ス

「
古

峰
原

線
」

東
武

日
光

線
新

鹿
沼

駅
か

ら
6
0
分

、
J
R

日
光

線
鹿

沼
駅

か
ら

7
0
分

「
古

峯
神

社
」
下

車

【
車

】
東

北
自

動
車

道
鹿

沼
IC

か
ら

5
0
分

・
（
一

社
）
鹿

沼
市

観
光

協
会

　
（
ま

ち
の

駅
 新

・
鹿

沼
宿

内
）

　
T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
0
-
6
0
7
0

・
鹿

沼
市

観
光

交
流

課
　

T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
3
-
2
3
0
3

○ 約 6 km

　 石 裂
→ 1
0 分

　 加 蘇 山 神 社

→ 2
0 分

　 休 憩 所
→ 5 分

　 千 本 桂
→ 2
0 分

　 中 の 宮
→ 1
5 分

　 奥 の 宮
→ 4
5 分

　 東 剣 ノ 峰

→ 1
0 分

　 西 剣 ノ 峰

→ 2
5 分

　 石 裂 山
→ 1
5 分

　 月 山
→ 6
0 分

　 休 憩 所
→ 2
0 分

　 加 蘇 山 神 社

→ 1
0 分

　 石 裂

横
根

高
原

周
廻

コ
ー

ス
（
井

戸
湿

原
周

廻
）

方
塞

山
・
横

根
山

、
井

戸
湿

原
と

い
っ

た
名

所
満

載
の

コ
ー

ス
で

す
。

季
節

の
花

々
や

紅
葉

、
野

鳥
や

虫
の

声
な

ど
を

た
っ

ぷ
り

楽
し

め
ま

す
。

６
月

頃
に

な
る

と
青

葉
の

広
葉

樹
林

は
エ

ゾ
ハ

ル
ゼ

ミ
の

涼
し

げ
な

声
に

包
ま

れ
ま

す
。

湿
原

で
は

2
0
種

を
超

え
る

花
が

お
出

迎
え

。
拠

点
と

な
る

ハ
イ

ラ
ン

ド
ロ

ッ
ジ

に
宿

泊
す

れ
ば

、
満

点
の

星
空

が
期

待
で

き
ま

す
。

特
に

夏
は

早
い

時
刻

に
天

の
川

が
現

れ
、

そ
の

存
在

を
肉

眼
で

も
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
※

生
態

系
維

持
の

た
め

、
ペ

ッ
ト

を
連

れ
て

の
ハ

イ
キ

ン
グ

は
で

き
ま

せ
ん

。

○ 約 4
.7 km

　 前 日 光 ハ イ ラ ン ド ロ ッ ジ

→ 2
5 分

　 象 の 鼻 展 望 台

→ 1
5 分

　 井 戸 湿 原

→ 2
0 分

　 横 根 山
→ 5
0 分

　 前 日 光 ハ イ ラ ン ド ロ ッ ジ

【
車

】
東

北
自

動
車

道
栃

木
IC

か
ら

7
0
分

東
北

自
動

車
道

鹿
沼

IC
か

ら
8
0
分

・
前

日
光

ハ
イ

ラ
ン

ド
ロ

ッ
ジ

　
T
E
L
　

0
2
8
8
-
9
3
-
4
1
4
1

・
（
一

社
）
鹿

沼
市

観
光

協
会

　
（
ま

ち
の

駅
 新

・
鹿

沼
宿

内
）

　
T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
0
-
6
0
7
0

高
鳥

屋
山

ハ
イ

キ
ン

グ
コ

ー
ス

鹿
沼

市
酒

野
谷

の
平

地
に

ぽ
つ

ん
と

佇
む

、
標

高
3
2
0
ｍ

の
高

鳥
屋

山
。

ハ
イ

キ
ン

グ
コ

ー
ス

が
整

備
さ

れ
、

初
心

者
や

子
ど

も
で

も
安

心
し

て
楽

し
め

る
山

で
す

。
コ

ー
ス

が
５

つ
設

定
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
い

ず
れ

も
山

頂
尾

根
に

つ
な

が
っ

て
い

て
四

方
の

眺
望

が
楽

し
め

ま
す

。

【
バ

ス
】

リ
ー

バ
ス

「
南

摩
線

」
東

武
日

光
線

新
鹿

沼
駅

か
ら

1
0
分

、
J
R

日
光

線
鹿

沼
駅

か
ら

2
5
分

「
出

会
い

の
森

」
下

車

【
車

】
東

北
自

動
車

道
鹿

沼
IC

か
ら

2
0
分

・
出

会
い

の
森

総
合

公
園

　
T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
0
-
3
3
2
1

・
（
一

社
）
鹿

沼
市

観
光

協
会

　
（
ま

ち
の

駅
 新

・
鹿

沼
宿

内
）

　
T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
0
-
6
0
7
0

鹿 沼 市

　
①

愛
宕

コ
ー

ス
　

　
　

　
　

1
.4

㎞
、

5
0
～

8
0
分

　
②

ふ
れ

あ
い

コ
ー

ス
　

　
 0

.5
㎞

、
2
0
～

3
0
分

　
③

大
沢

コ
ー

ス
　

　
　

　
　

0
.8

㎞
、

2
0
～

4
0
分

　
④

滝
の

沢
コ

ー
ス

　
　

　
 1

.0
㎞

、
3
0
～

5
0
分

＜
し

っ
か

り
し

た
装

備
・
服

装
で

、
安

全
に

お
楽

し
み

く
だ

さ
い

＞
　

詳
細

は
（
一

社
）
鹿

沼
市

観
光

協
会

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

「
鹿

沼
日

和
」
で

ご
確

認
く
だ

さ
い

。

登
山

・
ハ

イ
キ

ン
グ

コ
ー

ス
情

報

行
程

・
距

離

石
裂

山
回

遊
登

山
ル

ー
ト

〔
本

格
登

山
〕

標
高

は
頂

上
で

も
8
9
0
ｍ

と
高

く
は

あ
り

ま
せ

ん
が

、
鎖

や
は

し
ご

な
ど

が
設

置
さ

れ
た

変
化

に
富

ん
だ

山
で

す
。

本
格

的
な

登
山

コ
ー

ス
と

認
識

し
て

、
き

ち
ん

と
し

た
装

備
で

入
山

し
て

く
だ

さ
い

。
登

山
口

は
加

蘇
山

神
社

社
務

所
か

ら
5
0
0
ｍ

ほ
ど

奥
に

あ
る

「
下

の
宮

」
。

途
中

に
は

栃
木

県
の

天
然

記
念

物
「
千

本
桂

」
や

鎖
を

頼
り

に
登

る
「
行

者
返

し
の

岩
」
な

ど
名

所
が

次
々

と
現

れ
ま

す
。

行
者

返
し

の
岩

ま
で

は
主

に
針

葉
樹

林
か

つ
沢

沿
い

ル
ー

ト
で

も
あ

る
た

め
、

夏
で

も
ひ

ん
や

り
し

た
空

気
に

包
ま

れ
て

い
ま

す
。

奥
の

宮
か

ら
尾

根
筋

に
出

る
と

、
爽

や
か

な
風

が
吹

き
わ

た
り

、
心

地
よ

く
歩

く
こ

と
が

で
き

ま
す

。

【
バ

ス
】

リ
ー

バ
ス

「
上

久
我

線
」
（
１

日
２

本
）

東
武

日
光

線
新

鹿
沼

駅
か

ら
4
0
分

、
J
R

日
光

線
鹿

沼
駅

か
ら

5
0
分

「
石

裂
山

」
下

車

【
車

】
東

北
自

動
車

道
鹿

沼
IC

か
ら

4
0
分

・
（
一

社
）
鹿

沼
市

観
光

協
会

　
（
ま

ち
の

駅
 新

・
鹿

沼
宿

内
）

　
T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
0
-
6
0
7
0

・
鹿

沼
市

観
光

交
流

課
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L
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2
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2
3
0
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市
町

名
場
　
所

内
　
容

交
通
ア
ク
セ
ス

問
い
合
わ
せ

足 利 市

八
木
節
会
館

（
足
利
市
福
居
町
5
8
0
-
1
）

【
八

木
節

】
日
本
三
大
音
頭
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
、
足
利
の
郷
土
芸
能
「
八
木
節
」
の
公
演
資
料
を

ご
覧
頂
い
た
り
、
実
演
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
八
木
節
の
実
演
は
1
0
名
様
以
上
の
団
体
様
で
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
）

［
電
車
］

東
武
伊
勢
崎
線
福
居
駅
か
ら
徒
歩
約
1
0
分

J
R
両
毛
線
足
利
駅
か
ら
徒
歩
約
1
5
分

［
車
］

北
関
東
自
動
車
道
足
利
IC
か
ら
約
2
0
分

東
北
自
動
車
道
佐
野
藤
岡
IC
か
ら
約
2
0
分

足
利
八
木
節
連
合
会

T
E
L
　
0
2
8
4
-
7
1
-
1
2
1
4

体
　
験
　
情
　
報
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場
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催
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館
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ク
セ
ス
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い
合

わ
せ

ス
タ
ー
・
ウ
ィ
ー
ク
特

別
観

望
会

上
弦

過
ぎ
の

月
～

満
月

直
前

の
月

な
ど
を
観

測
し
ま
す
。

７
月

2
7
日

（
木

）
～

８
日

１
日

（
火

）
2
0
:0
0
～

2
2
:0
0

ペ
ル

セ
ウ
ス
座

流
星

群
観

望
会

８
月

1
0
日

（
木

）
～

2
0
日

（
日

）
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0
:0
0
～

2
2
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0

ス
ー
パ

ー
ム

ー
ン
観

望
会

８
月

3
1
日

（
木

）
1
9
:0
0
～

2
1
:0
0

天
　
体

　
観

　
測

　
情

　
報

大
人

4
0
0
円

小
・
中

学
生

2
0
0
円

※
参

加
日

の
７
日

前
ま
で

に
電

話
で
お
申

し
込

み
く

だ
さ
い
。

水
曜

日
（
祝

日
の

場
合

は
翌

日
）
、
年

末
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始

【
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車
】

真
岡

鐵
道
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子

駅
か

ら
タ
ク
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で
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分

【
バ
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】

J
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都
宮

駅
西

口
か

ら
関

東
バ

ス
益

子
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で
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分

「
益
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参
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入
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」
下

車
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1
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高

速
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ス
】
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葉

原
駅

か
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関

東
や

き
も
の

ラ
イ
ナ
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で
約

２
時

間
3
0
分

「
益

子
駅

」
下

車
タ
ク
シ
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で
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1
0

分 【
車

】
・
北

関
東

自
動

車
道

桜
川

筑
西
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か

ら
約
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5
分

・
北
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東

自
動

車
道

真
岡

ＩＣ
か

ら
約

3
0
分

・
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

の
状

況
に
よ

り
、
変

更
又

は
中

止
に

な
る
場

合
が

ご
ざ
い
ま

す
。

・
悪

天
候

時
は

中
止

（
1
7
:0
0
頃

開
催

可
否

決
定

）

・
観

望
会

開
催

日
以

外
は

、
５
人

以
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か
ら
受

付

・
駐

車
場
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（
約

5
0
台

）

フ
ォ
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ス
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／
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子

町
天

体
観

測
施
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ス
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ス
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0
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郡
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子

町
益

子
4
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1
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日日光光田田母母沢沢御御用用邸邸記記念念公公園園  
中坪めぐりツアーガイド〔日光市〕 
～専属スタッフが通常立入れない中坪をご案内します～ 
令和５年７月１５日～１０月１５日の土日限定サービス   

  
 

大正天皇の旧御用邸（国指定重要文化財）である日光田母沢御用邸記念公園では、  

下記期間の毎週土・日曜日に、通常立ち入ることのできない中坪（中庭）を、専属スタ

ッフがご案内するガイドサービスを実施します。 

「庭師や警備」が管理のために使用していた「下行道（げこうどう）」を通り１３か所

ある中坪のいくつかに入り、当時の生活や建築様式などを詳しく解説します。 

当日は、１０：３０からと１４：３０からの２回実施、各回とも約１時間程度で予約

は不要ですが、当日、希望する回の開始時間５分前までに受付ください。また、ガイド

は通常の入園料の他に３００円の料金がかかります。 

なお、当ガイドサービスの定員は各回とも概ね先着１５名様となります。 

 
○期間・内容  ◆期  間：令和５年７月１５日～１０月１５日までの毎週土日 

        ◆開催時間：１日 ２回  当日受付 

１０：３０～１１：３０ 

１４：３０～１５：３０ 

              ※各回とも約１時間程度 

◆参 加 料：３００円／名 

※別途入園料が必要 

高校生以上大人６００円、小中学生３００円、幼児以下無料 

○場   所  日光田母沢御用邸記念公園 栃木県日光市本町８－２７ 

○交通ガイド   車 ：日光宇都宮道路日光ＩＣから約３.８ｋｍ 

電 車：JR 日光駅、東武日光駅から約３ｋｍ 

バ ス：JR 日光駅・東武日光駅から、東武バス湯元温泉行・中禅寺温泉

行・奥細尾行・清滝行「日光田母沢御用邸記念公園」下車、徒

歩１分 

○駐 車 場  普通車３００円、大型１,５００円（いずれも２時間料金） 

○問い合わせ  日光田母沢御用邸記念公園管理事務所 TEL０２８８－５３－６７６７ 

URL http://www.park-tochigi.com/tamozawa/ 
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日光自然博物館 観察会・企画展情報 

 

●ガイドと一緒に夜更かし探検！中禅寺湖畔ナイトハイキング 

内  容    夜の中禅寺湖周辺で、シカやエビなどの生きものを探したり、きれいな星空 

を眺めたり、時にはライトを消して真っ暗闇を体験したりできます。ネイチ 

ャーガイドと一緒なので暗闇も安心！夜の中禅寺湖畔を思いっきり楽しみ 

ましょう！ 

期  日    令和５年８月毎週金曜日（4 日、11 日、19 日、２5 日） 

時 間    １９：４５ ～ ２１：３０ 

参 加 費    一律２,０００円 

集合場所    歌ヶ浜駐車場 

対 象    小学生以上 

定 員    各回１5 名程度 

 

 

●戦場ヶ原ナイトハイキング 

内  容    明かりが一つもない真っ暗闇戦場ヶ原で、ライトをできるだけ使わずに目を慣らし、 

ホタルやコウモリなどの夜行性の生きものを観察したり、晴れた日には広大な夜 

の戦場ヶ原の風景とともに、満天の星空もお楽しみいただけます。奥日光の涼し 

い夏の夜に、現代ではなかなか感じる事の出来ない原始の自然の雰囲気に浸って 

みませんか？ 

期  日    令和５年８月毎週土曜日（5 日、１２日、19 日、２６日） 

時 間    19：3０ ～ 21：0０ 

参 加 費    一律２,０００円 

集合場所    赤沼自然情報センター 

対 象    4 歳以上 

定 員    各回１5 名程度 
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●夏の戦場ヶ原ガイドウォーク 

内  容    標高約 1400 メートルに位置する戦場ヶ原の夏は平地と比べて一味違います！ネ 

イチャーガイドと一緒に歩くことで夏の高原ならではの雰囲気や自然をより深く

楽しむことが出来ます。平坦な木道をのんびり歩くのでご家族でも安心です！ 

期  日    令和５年８月２０日までの毎週土日（５日、６日、１２日、１３日、１９日、２０日） 

時 間    午前の部 10：00～11：30 ／ 午後の部 13：00～14：30 

参 加 費        一律１,000 円  

集合場所    赤沼自然情報センター 

対 象    どなたでも 

定 員    30 名程度 

 

 

●奥日光の昆虫展『自然界を陰で支える～ムシできないムシたち～』 

夏の企画展・奥日光の昆虫展を今年も開催します！今回は食物連鎖の中で重要な役割を担う

「分解者」にスポットを当て、大型の模型や写真、実物の標本展示等で奥日光に棲む昆虫を

ご紹介します。また、観察しやすい場所や観察の視点、昆虫標本の作り方なども学べる展示

内容です。 

期 日：令和 5 年 7 月 15 日（土）～令和 5 年 9 月 3 日（日） 

時 間：9：00～17：00（入館は 16：30 まで） 

場 所：日光自然博物館企画展スペース（有料スペース内） 

入館料：大人 510 円、小人 260 円 

 

 

※すべての観察会においてお子様のみのご参加はご遠慮いただいています。また、先着順での受付になり

ますのでご了承ください。 

 

詳しくは、日光自然博物館ホームページ https://www.nikko-nsm.co.jp もしくは、 

（TEL）0288-55-0880（FAX）0288-55-0850 までお問い合わせください。 

【栃木県立日光自然博物館  〒321-1661 栃木県日光市中宮祠 2480-1】 
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（一社） 那須塩原市観光局 那須塩原市に来たらSNS映え間違いなしスポット情報はこちら

パラグライダー

サイクリング
乗馬体験

ろくろ体験

ガラス工房
日帰り温泉
      （足湯）

チョークアート

魚釣り那須塩原市那須塩原市那須塩原市那須塩原市今日はドコで遊ぶ！？
今日はドコで遊ぶ！？
今日はドコで遊ぶ！？

夏ならではの刺激的な遊び体験が満載！
素敵な思い出の１ページを那須塩原で！

〒329-2801 栃木県那須塩原市関谷 448-4　tel.0287-46-5326

※遊び体験クーポンの発行及び利用期間
　第１弾：6/1～７/20、第２弾：9/1～ 11/30
※宿泊クーポンの発行はありません。

※遊び体験クーポンの発行及び利用期間
　第１弾：6/1～７/20、第２弾：9/1～ 11/30
※宿泊クーポンの発行はありません。

GOGO!

https://nasushiobara-kanko.jp 那須塩原市観光局

期
間2023.６/１ ～９/３０

詳しくは裏面へ！

予約に使えるクーポンGET！

6.1            7.20
9.1      11.30

第1弾

第2弾

発行および利用期間

とっても
お得！

木 木

金 木

お出かけ前にチェック！！

カヌー体験

木 土
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遊び・体験予約に使える遊び・体験予約に使える

クーポンプレゼント!!クーポンプレゼント!!

充実の
観光MAP

お得な
クーポン

ラーメン
マップ

お楽しみ
観光コース

充実の
観光MAP

お得な
クーポン

ラーメン
マップ

お楽しみ
観光コース

開湯1200年の歴史があり、多種多様な泉質と150か所
以上の源泉をもつ国内屈指の一大温泉郷。

網につかまり立ったまま深めの浴槽に浸かる
板室温泉の伝統的入浴法「網の湯」。

板室温泉塩原温泉

那須塩原市那須塩原市那須塩原市

スタンプラリー
水と橋、観光施設をめぐりながらスタ
ンプを集めて、豊かな緑や美しい渓谷
塩原の涼しさを満喫しよう！
スタンプ設置場所の中から、6つの
スタンプを集めると参加賞がもらえる
ガラポン抽選会開催！

たっぷり遊んだそのあとは…。たっぷり遊んだそのあとは…。たっぷり遊んだそのあとは…。

7/22  　   8/31

2023. 6/16/1　 7/20木 木

9/1　11/30金 木

2023年クーポン発行・利用期間

なすしおばら観光パスポート
LINEで便利な観光アプリ LINEの

友達登録で
観光パスポート

GET!

水と橋めぐり

那須塩原の
見どころも
満載！

開催期間 〜

シャワークライミングシャワークライミング

SUPSUP

カービング体験カービング体験

もみじ谷大吊橋

竜化の滝

※リクルートIDをお持ちの方のみ獲得可能です。
※各クーポンには数に限りがあります。
※獲得可能期間と利用可能期間は異なります。
　詳細は、じゃらんnet各クーポン特集ページを
　ご覧ください。

市内の飲食店・土産物店・日帰り温泉・遊び体験で
お得に使えるクーポンGET！（使用回数に制限があります）

例えばこんな

　 遊び体験！
例えばこんな

　 遊び体験！
例えばこんな

　 遊び体験！

土 木

ご注意

2名以上の利用かつクーポン金額
合計利用金額
6,000円（税込）～3,000円

2名以上の利用かつクーポン金額
合計利用金額
6,000円（税込）～1,000円

2名以上の利用かつクーポン金額
合計利用金額
10,000円（税込）～5,000円

那須塩原市は

アイスクリームやチーズなどの生乳を使った
おいしいグルメもおすすめ！

おいしいグルメやお土産も！おいしいグルメやお土産も！おいしいグルメやお土産も！

生乳産出額全国2位生乳産出額全国2位

［お問い合せ］ 塩原温泉観光協会 tel.0287-32-4000

第1弾

第2弾

第1弾

第2弾

今すぐ
アクセス！

おトクな
クーポン！

じゃらんnetから

便利&お得なサービス

続々追加予定！

29



沼ッ原湿原期間限定シャトルバス  

普段は自家用車やレンタカーでしか行けない沼ッ原湿原までバスを運行します！ 

沼ッ原湿原は、那須連山の日の出平（1,786m）と南端白笠山（1,719m）、その西にある西ボッチ（1,410m）

との間にある標高 1,230m、東西 250m,南北 500m の亜高山の湿原です。季節ごとに様々な山野草と雄

大な景色がご覧いただけます 

この機会にぜひ「沼ッ原湿原」へお出かけください。 
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 いま人気の多肉植物とサボテン

を展示します。個性的な形や色、 

とげやふっくらとした姿などほか

の植物にはない魅力がたくさんで

す。 

虫を食べる世にも変わった「食虫

植物」が集まります。今回は「ウツ

ボカズラ」「ハエトリグサ」など５種

類の食虫植物が正義のヒーローと

して登場し、悪（虫）から守るスト

ーリー展開で展示を行います。  

巨大ウツボカズラや巨大ハエト

リグサの模型も登場しますので、記

念撮影をお楽しみください。 

多肉とサボテン展 

９月の体験教室  

10：30～、13：30～ 各回 12 名 

16(土) フルーツのハーバリウム  2，000 円 

24(日) 多肉とサボテンの寄せ植え 2，000 円 

 

                                                  

とちはなちゃんドーム９月の見頃の花  

  

  

  

ヘリコニア（ビバイ）  フウリンブッソウゲ 

場所：とちぎ花センター  栃木県栃木市岩舟町下津原 1612 

休園日：月曜日（休日の場合は翌日)、その他特定日  

開園時間：2～10 月／9：30～16：30  11～1 月／9：30～16：00 

とちはなちゃんﾄﾞｰﾑ入館料：大人 410 円 小人 200 円 

15 名様から団体料金 大人 330 円 小人 160 円 

☆園内への入園は無料です！ドームへの入館のみ有料です。 

アクセス：お車でお超しの場合 

東北自動車道 佐野・藤岡 IC から 5 分 ／ 北関東自動車道 佐野田沼 IC から 25 分 

電車でお越しの場合 

ＪＲ栃木駅からふれあいバス岩舟線で約 30 分 

駐車場：無料  お問い合わせ：電話 0282-55-5775  http://florence.jp 
ペット同伴 OK です。とちはなちゃんドームにも入れます！ 

（※園内では必ずリードを着用し、マナーを守ってください。） 

とちはなちゃん 

開催期間：7 月 15 日（土）～9 月 3 日（日） 

場  所：とちはなちゃんドーム 

栃木県誕生 150 年記念イベント 食虫植物展期間中 小中学生無料 

開催期間：９月９日（土）～ 

11 月 12 日（日） 

場  所：とちはなちゃんドーム 

 

食虫植物展～食虫戦士タベンジャー～ 
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とちぎわんぱく公園 

わんぱく公園で様々な体験を〔壬生町〕 

        

押し花で彩る‵トリック貯金箱   雨天でも安心♪屋内施設『こどもの城』 

 

とちぎわんぱく公園は、日常では経験できない体験メニューなど、お子さんから大人の方まで楽

しめるイベントが盛りだくさんです。８月・９月は加工にチャレンジ！～ウメジュースづくり～

や大人の陶芸教室「電動ロクロ&釉掛け」など、下記の様々なイベントを開催します。 

ぜひ、とちぎわんぱく公園にお越しください。 

※イベントは予告なく変更・中止になる場合があります。予めご了承ください。 

 

８月・9 月のとちぎわんぱく公園のイベント  ◆当日申込 ★事前申込（１か月前から受付） 

 

★加工にチャレンジ！～ウメジュースづくり～  

冷凍したウメの実を砂糖で漬け込むエキスづくり。夏バテ知らず&腸活 

にも良い、家庭に常備したいウメジュースを作ろう。 

日 時：８月１９日（土）１０：３０～１１：３０／１３：３０～１４：３０ 

  場 所：ぱなぱな工房 

  対 象：小学生以上の親子（２人１組）  定 員：各回６組 

  参加費：１,０００円  持ち物：エプロン・マスク・三角巾 

 

★カヌー体験教室 

カヌーの初歩的な操作を学び、ゲームなどを通して楽しく技術を習得します。 

日 程：８月１９日（土）、８月２０日（日） 

時 間：10：0０～１２：００／１３：３０～１５：３０ ※小雨決行 

受付場所：カヌーの家（活動は冒険の湖）   

対 象：小学3 年生以上  定 員：各日各回12 名   

参加費：1,５00 円   

  持ち物：帽子、タオル、飲み物、着替え、濡れてもよい靴、眼鏡使用の方はメガネバンド 

 

★押し花で彩る‵トリック貯金箱′ 

入れたコインはどこへ?仕掛けのある貯金箱を作り、押し花で飾りつけます 

日 時：８月２０日（日）１０：３０～１２：００／１３：００～１４：３０ 

場 所：ぱなぱな工房  定 員：各回８組 

参加費：５００円   
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★大人の陶芸教室『電動ロクロ・釉掛け』 ～連続講座～ 

白土を使い、１回目に電動ロクロで形を作り、２回目に絵付けや釉掛け 

を行います。 

  日 程：８月２３日（水）、９月２７日（水） 

時 間：1 回目 ９：３０～／１３：００～ 2 回目 ９：３０～ 全員 

場 所：ぱなぱな工房 

対 象：両日参加できる大人  定 員：１２名（1 回目は各回6 名）   

参加費：各日１，０００円  持ち物：汚れても良い服装、タオル（汚れても良いもの） 

その他：作品は後日引き取り 

 

 

 

【とちぎわんぱく公園について】 

○入 園 料  無料 

○交通ガイド  電車：東武宇都宮線おもちゃのまち駅下車 約２．５Ｋｍ（車で５分） 

         車 ：北関東自動車道壬生Ｉ.C から約２Ｋｍ（約３分） 

          ：北関東自動車道壬生ハイウェーパークから徒歩３分 

○駐 車 場  約１，０００台（無料） 

○問い合わせ  とちぎわんぱく公園管理事務所（栃木県下都賀郡壬生町大字国谷２２７３） 

        TEL 0282－86－5855  FAX 0282－86－5860 

        URL https://www.park-tochigi.com/wanpaku/  わんぱく公園   検索  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⓒ1998スタジオジブリ 
ピッピ 
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